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ロシア訪問団団長コメント

ll
極
東地
域の
印
象は
？

今
回、
ロ
シ
ア
を
視
察
し
て
感

じ
た
こ
と
は、
日
本
と
極
東
ロ
シ

ア
は

距離的
に
非
常
に
近
い
と
い

う
こ
と
で
す。
感
覚
的
に
は、
台

濁や香港

会ケ＼よ

りも近
い
感

じ
が

レ志した。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

へ
は、
1
時

間坐寸ぐら
い
で
む
い

て
I￥品
い
ます。

距離的
な
もの

も含めて
極
東

国際教養大学
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地
域
か
ら
の
日
本
留
学
歩考
え
る

と、

潜在
的
に
大煮
な

可能性
を

秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す。

と
か
く
極
東
ロ
シ
ア
と
い
う

と、
北

方領土
問題
を
思
い
浮
か

べ
て
レま
う
の
で、
何

となく速

い
と
い
う
印
象
を
抱
き
が
ち
で

す。
し
かし、

実際に
足
を
迎
ん

で

うやと、

妻美智手。

ウラ
ジ
オ
ス
ト
クに
は、
かつ

て

日本人街が
あ
り、
日
本
との
ト
に
し
て
い
て、
日
本へ
の
憧

ll
モ
ス
ク
ワ
や
サン
ク
トペ
テ

反対
に
ロ
シ
ア
の
対日

感情は、

関
係
は
古

くからありました。

れ、
日
本
留
学へ
の
意欲
が
感
じ
ル
ブ
ル
グ
と
の
遣い
は
？

非
常
に
良
好
で
す。
日
本に
はそ

ハ
バ
ロ
フ
ス

クも非常に

大きな

られ
ま
し
た。

モ
ス
ク
ヲ
や
サ
ン
ク
トペ
テ
ル
れ
ま
で
の
認識
疹改
めて、
もう

都
市
で、
日
本
との

関係を強化

プ
ル

グも日本を近代
国
家、
工
少
し
奨

学金を与
え
る
シス
テ
ム

主
い
と
い

う意欲
が

感PR

l
極
東
視
察
で
の
収
穫は？

業国家
とL
て
見
て
い

ますL、

葬っ
て
い
かな
い
と
い
けない

ま
し
た。

今度、

国際教韓大学は極
東

昨年から本学へ

提携校
の
モ
ス
と
思
い
ます。
ほ
かに
も、
入
試

国
立

総合六学

と協定砂績を
ク
ワ

国際大学か
A醤
学

生も来
の
整
備や、
単
位
互
換の
問題、

ll
説
明
会
な
ど
で
の
ロ
シ
ア
人
とに
な
り
ま
し
た。

て
い
ま
す
が、
距
離
的
に
は
極
東

初等中等教育が日
年
とい
司教

の
様
子
は？

一
つ
課
題
を
挙
げ
る
と
す
れ

介託ベ
やと
やは
り
速
い。

学生

育制
度の
違
い
な
ど、
シス
テ
ム

日
本
語
学
習
熱
が
非
常
に
高
い
ば、
言
語が
障壁
に
な
る

可能性
に
も、
日

本だけでなく、
ヨ
l
改
善の

問娼もあ包本す。

と
思
い
ま
し
た。
ロ
シ
ア
の
人
た
が
ある
こ
と
で
す。
極
東
国
立
総
ロ
ッ
パ

や米国に
行く
と
い
う
選

ζ
乙
で
私
が
強
調
し
た
い
の

ち
は
日
本の
ビ
ジ
ネ

スや文化
に

合大学も含め、
ロ
シ
ア
の
大
学
択
肢

があ的手三9。

は、
留
学
政
策
を、
高
度
な
次
元

興
味

があり、
日
本に
学
ぼ
ラと
の

授業は、
ほ
と
ん
どロ
シ
ア
語

し
か
し
極
東
ロ
シ
ア
の
場
合
の

話だけで
は
なく
て、

具体的

い

う意識
を強
く
感
H益
し
た。

で

行Pれ
て
い
ます。
萎闘
で
授
は、
日

本がす
ぐ目の
前に
ある
な
次
元へ
与畑
め
て
い
くこ
と
で

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
極
東
国
立

業を行γPれ
て
い
る
と
こ
ろ
は、

と
い
う
感
じ
で
す。
そん
な
印
象
す。
もち
ろんロ
シ
ア
や
日
本
側

総
合
大
学
の
日
本
語
の

授警視

ほとんどあ皇を
ん。
そう
す
の
違
い

妻けました。

で
い
ろ
い

ろと考え
てい
く
乙
と

察
し
た
際、
日
本
人
で
も
難
し
い
る
と、
日
本
か
らの
留
学
生
はロ

も
必
要
で
す。
特
に、
日京
は「
留

ょ

っな非常にレベ
ル
の
高
い
テ
シ
ア

宅与醤得レて
い
な
い
と、

！
日本へ
の
留
学
生
を
増や
す

学生却
方
人
計
曹

券掲げて
い

キス
ト
珍便っ
て
い
ま
し
た。
松
留
学

祭」授業
に
つ
い
て
い
けな
に
は
？

ます
の
で。
し
か
し、
ハ
イ
ポ
リ

下幸之助
の

経営革議室ア
キス
い

可能性がで
て

きます。

最大の

問題は、

揖手金があ
ティ
ッ
ク
ス

よnも、
ロ
l
ポ
リ

ロ
シ
ア
の
大
学
側
も、

喪語の
る
か
ど
予
かで
しょ
う。
そ
れ
が
ティ
ッ
ク
ス。
つ
ま
り

寮や奨学

授業努蔀

入しな
い
と
い
けな
い
留
学
フェ
ア
で一
番
聞か
れ
ま
し

金など

具体的

な議論
ま
で
進
め

と
い

う意識は

あE豆qが、
実
た。
今
ま
で
日
本は、
ロ
シ
アへ
て
い
く
こ
と
が、
大
事
だ
と
思
い

現
で
き
て
い
ま
せ
ん。

顔
が向
い
て
い
ま
せ
ん

でした。

ます。

日
本
留
学
ヘ

潜
在
性
秘
め
る
極
東
ロ
シ
ア
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